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背景
Background
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対人業務遂行力の向上対物業務の効率化

「物」から「人」へ
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職能発揮の余地あり

かかりつけ薬剤師指導料

服用薬剤調整支援料1

服用薬剤調整支援料2

服薬情報提供料1

服薬情報提供料2

1.61%

0.001%

0.002%

0.04%

0.13%

1,018,760件

684件

1,241件

26,297件

83,343件

#：算定率は全受付回数63,246,383回より算出

項目

主な薬学管理料の算定率#

算定回数 算定率

（2022年6月）

参考）E-Stat 総務省統計局2023
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2022年7月
シックデイカードが当学会より発表
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薬剤師の対人業務遂行力の向上

2022年7月 シックデイカードが当学会より発表

シックデイ時の対応能力の強化

全店に水平展開 課題抽出

アマリール
錠1mg

グラクティブ
錠50mg

カナグル錠
100mg

アクトス錠
15mg

メトグルコ錠
250mg

2錠

１錠

１錠

１錠

６錠

2錠 1錠 中止

１錠 １錠 １錠

中止 中止 中止

中止 中止 中止

１錠 １錠 １錠
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方法
Method
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ノルマではなく、

対人業務の

提案として共有

活用

有無

（◯/☓）

医療機関

レスポンス

（自由記載）

服薬情報

提供料

算定実績

（件数）

薬剤師から

の意見

（自由記載）

活用有無、レスポンス、算定実績 傾向解析

テキストマイニング

共起ネットワーク
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312薬局
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取
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解
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各薬局にて学会HP登録

自主的にDLして使用

意見



これから寒くなってきま

すが、体調を崩したとき

や⾷事が取れないときの

調整量は医師から聞いて

いますか？

ではシックデイカードを

お渡ししますので、次回

医師に記載を頂いてくだ

さい。

薬局からも医師に記載

のお願いをしておきま

すね。

TR

患者本⼈ 患者家族 看護師 介護スタッフ

いざというときに、参考にできるツール

共有資料の一部
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結果
Result
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シックデイカード
活用の有無

医療機関での
シックデイカード記入

（レスポンス）

服薬情報提供料の算定

あり

あり

なし

11％
63％ 14％

活用した薬局の傾向は？

あり

なし

あり

あり
なし

なし
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各薬局の対人業務算定頻度と

シックデイカードの活用の有無

かかりつけ (%) [SE]

服薬情報提供 (%) [SE]

服用薬剤調整支援 (%) [SE]

外来服薬支援1 (%) [SE]

0.53［0.67］

0.62［0.49］

0.01［0.02］

0.07［0.08］

シックデイカードの活用

有 無 P#各対人業務算定割合

0.58［1.41］

0.41［0.49］

0.01［0.03］

0.06［0.09］

0.16

<0.01

0.27

0.27

#: Mann‐Whitney’s U Test

シックデイカード展開前の3ヶ月間で同様の検証

服薬情報提供料のみ有意差が見られ（P=0.03）

普段から情報提供を行っている薬局が活用している傾向 14

服薬情報提供料との親和性が高い可能性



門前医療機関の有無と

シックデイカードの活用

門前医療機関
の有無

91(32.9%)14(40%)

シックデイカードの活用

有 無

有
（n=105）

無
（n=217）

21(60%) 186(67.1%)

0.38

#:Pearson’s χ2 test

シックデイカードの活用の偏りに差があるとは言えず、
面薬局・門前薬局、双方ともに有用である可能性

一方、糖尿病医療機関門前薬局での活用は25％にとどまった

P#
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活用した薬局の意見

医療機関からのレスポンス（複数回答有り）患者の多くはシックデイ
について知らない

上位６位を抽出（複数回答有り）

共起語ネットワーク解析

前向きな意見
が上位を占めた

・シックデイカードの記載なし（28件）

・カードへの記入（6件）

・FAXでの返答、口頭での説明

電話での回答（3件）

・医療機関からどこで入手できるのか

と問い合わせ（1件）
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未活用薬局の意見

糖尿病門前薬局の意見

・繁忙のためスタッフへの教育ができなかった

・専門医に相談ができていないため

・待ち時間が長く、投薬時に活用できなかった

・日頃から患者教育を行っているため不要

繁忙でも取り組める工夫

繁忙・ミスマッチ
理解不足
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上位６位を抽出（複数回答有り）

門前の
糖尿病患者が少い

糖尿病患者が不要
と申し出

共起語ネットワーク解析



考察
Consideration
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繁忙→未活用が最多

実施側の理解不足

薬剤師からは取り組みやすいという反応

シックデイについて知らない患者が多く、患者教育

ツール・コミュニケーションツールとして有用

薬局や病院の待ち時間にシックデイに

関する情報やビデオを提供

周知ではなく研修レベルで実施

マニュアルに組み込む

シックデイカードの重要性や効果を

医療機関に伝え、協力を求める

低い返答率

医療機関との連携不足

面薬局・門前薬局双方で有用

患者からの評判良いシックデイ時の

重大な低血糖を

予防

対人業務としての

評価である

加算に直結

課

題

利

点

対

応

策

案
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シックデイカードが浸透することで、QOL
が上がる患者数は多い

患者からシックデイ時の指導をお願い
されるレベルでの啓蒙が目標 20


